
リスト掲載種のカテゴリ区分
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定 着 予 防 外 来 種 淀 着 を 予 防 す る 夕l 来 種｣

･ 匡 内 に 未 定 着 の も の
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lどんな行動が必要? 冷 何より定着させない芦とが重要 』導入吟予防やI

水 際での監視による侵入防止, 管理下にあるもの は野外 への 逸出･，
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総 合 対 策 外 来 種( 総合的に対策がＳ 要な外来種)(EE ΞE)

匡内に定趙が確認されているもの。

どんな行動 が必要? 々各毘体における防除や､ 浹衆･ 導入･逸lt防止のため

の普及き発など｡総合的に行うことが必要です。

このうち､｢緊急対策外政種｣｢璽点対策種｣ は大きな被害が予想され潟 に[緊

急対策外来種JIよ､様々な主体による積極的な跡階が急がれるものです、

緊急対策外来種

重点対策外来種
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：　 そ の 他 の 総 合 対 策 外 来 種
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オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ

（ト ー ル フ ェス ク 、ケ ン タッ キ ー31

フ ェ ス ク）

･ 分ｉ 拡大期～まん延期（ほぼ全國

･ 里草地、半自然草原､ 亜高山帯の草地 等

における在来種との競合筈。

･ 飼料用 や緑化 翔に利用。 種子の逸出防

止のために、結実 餉の刈取り等の迪切な

実施等4こ努める。

ハ リ エ ン ジ ュ （ニ セ ア カ シア ）

･ｔ 米 原厦

･ 分布拡大期～まん延期（ほば全国）

･ 河原 や海岸林における在来種との競合。

駆 逐。印|| 膀理 の障害等。

・庭冰 や街 路樹。 酋蜂の蜜 源植物 等に利

用。 生物 多様性保令上弟娶 な地 域に侵

入するおそれのある地域での使刷は避 け

ることが望 ましい。

※峰は特定外来生物

カモ ガ ヤ

(オ ーチャード グラ ス)

･ 地中海～西アジア原I童

･ 分布欧大期～まん延期（ほぽ全 鳳）

･ 山地草原等において在来種と競合し､ 俊

占する笏。

･ 飼科用 や紬化用に利用。種 子の逸出防

止のために､ 結実莉の刈取り等の適切な

実施等に努める。

ド ク ム ギ 類

（イ タリ ア ン ラ イ グ ラ ス・ペ レ ニ ア

ル ラ イグ ラ ス 等 ）

・地中海地方等原産

一分布拡大期～まん延期（ほぱ全圓

-河原、自然草地、海岸砂廸におCjる在来

種との競合､ 駆逐等。

･ 飼料 用や緑化用lご夭11月。 種子の逸出防

止のために、結実試･の刈取り筰の迫切な

実碗筈に努める。

オオアワガエリ（チモシー）

・Ξ一ロッバ北部～シベリア原産

･･分布談大胡～まん延期（ほぼ全⑥

･亜高山帯や山地の白然草原における在来

種との競合、駆逐等。

一飼 斟月5や噪化用 に利用。 種子の逸 出防

止のために、結冥前の刈取り等の・ 切 な

大施 等に努める、

そ の 他･ 外束クサフジ類（ハアリーベッチ等）・コヌカグサ｛レ･μlh プj、クロコヌカグサ ・ナギナタガヤ４ ズミノシッポ｝

・ギネア 特 ぞ（ギニアグラ ス等）・アメリカスズメノヒエ｛バヒアグラス等3･ ナピアグラス

ビ ワ

･ 中国四川儡･ 湖北ｌ 原産

･ 分布拡 大期～まん延期 く関東以西｡ 四国、

九徊等）

一種了が鳥や勣物に運 ばれて石灰岩質の

岩壁地に侵 入｡ 在来 種と競合､ 駆逐。

･果樹として栽培、石灰岩地に侵入するお

それのある増所には持ち込 まない。

セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ

･ ヨーロ･ンバ原産

一定羞初期/ 限定分布{ 北海道}

･ 在来マルハ ナバチ翻との 競合 や交雑による駆

逐､ 盗蜜による在染植物の種子生産の阻 害等｡

・トマト 璋の作物 の花粉媒介 を行 う園芸資材と

して利用｡ 外 来生物法を遵 守する。

キ ウ イ フ ル ー ツ

・中 国原 涯

･分布拡 大 期-ヽ･まん延厠〔北海 道､ 本 州､ 四１ 〕

･種 子 が 鳥 に 運 ぱ れで 穏 市近 郊 の森 林 に 侵

λ､ 在 来種 と競 合､ 駆逐 。

･果 樹 として 栽培｡ 雑木 林 等 へ侵 入す るお そ

れの あ る場 所 で栽 培 を中 止 する場 合 に ば、

つ るが4･ ぴ たり 、・ 予が 運 ば れない よう、

適 切な 処 置が望 ま れろ。

モ ウ ソ ウ チ ク 等 の 竹 類

・中国原産

・分布砿大胡～まん延期（ほぼ全ｌ ）

･二次林 や自然林 に慢入、 在聚槽と競合、

駆逐。

･食用（タケノコj や材として利用。放棄

せず､ａ 正右sll用｡ 管理等が望ましい｡、

ニ ジ マ ス

・ア メリカ太平洋岸、カムチャツカ半島原産

一分布 昿大期･ヽ -まん延期( 北海道､ 長野など)

・在来魚類 との競合 や捕食のおそれ。特に北海

道では在央サヶ科魚類との競合。

・食用、乱り用として、古 くから大量に養殖･ 放

沈 されている。こ れ以上分布拡大しないよう

注意が必要。

そ の 他 ・プラウントラウ;- ・レイクトラウト

このほ か、｢定 忿予防外来il｣･｢ 総 合対慄 外凍種｣4 こもフェレット、オオクチバス、ウチダザリカ･二､ Ｓ芸 スイレン、

栽 培 キク戚など 食月や釣り、ペット･ 観賞用等に利 月されてい る外来種 が掲遍され ていまＴI

関係事業者へのお願い

産業管理外来種は、緑化や牧｡り1、在外における蜜源

植物、果 樹、養殖･ 放流、施設戯培の受粉川等に利川

されています。

こうしたものが､ 生態系に被宍を及ぼさないよう適

1刃な竹理や利川の抑制 一倒略性のない代林種の開発な

どが間待されます。

種ごとに「利用| 二の留意事項」を示していますので、

利用にあたっては、留意嘔項に沿った適切な管理をお

願いします。
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